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大西英文先生を送る言葉

武内 旬子

階段状の大教室の中央演題に教師が一 人立つ。 座席は聴衆で埋め尽 く されて

い る。 教師の熱弁に聴衆の熱気で、 さ し もの大教室 もは ち切れんばかり。 それ

に、 そ も そ も こ の部屋は閉 じ られてい ない。 イ ン タ ーネ ッ ト を通 じて全世界に

同時中継 され、 地球上のあら ゆる と こ ろに、 教師の熱弁が届 く 。

日本の地方都市の、 そのまた郊外にある小 さ な大学の、 教室です ら ない小 さ

な研究室に数人の学徒がやって来る。 そこ で、 一人の教師が密やかな声で語る。 

どこ に も実況中継されず、 宣伝 も されず、 そこ に、 こ のよ う な場があるこ と自

体、 ほんのわずかな人々に しか知られてい ない。

大学と は何か、 大学教育と はいかにあるべき か、 様々な場で、 様々な人々に

よ っ て議論 されてい る。 議論百出自体は歓迎すべき だ ろ う。 そ も そも、 大学と

は議論の場であり 、 また、 社会の変化 と共に変容すべき組織の一つに他な ら な

いのだから。 「イ ン ターネ ッ ト で全世界同時中継」 の講義こ そ、 こ れからのあ

るべき大学、 世界規模での競争に勝ち抜く 大学を象徴する もの。 当然、 そこ で

語られる言葉は英語であり、 英語で しかあり得ない。 言語的価値の問題ではな

い。 「世界」 に届けよ う と望むな ら、 今日、 否が応で も、 英語 しか選択 し よ う

がないではないか。 これからの学問的業績は、 世界標準で評価されるべき であ

る。 「イ ン ターネ ッ ト で全世界同時中継」 でき ない講義だの、 日本語でのみ発

表される業績な どに何の価値があるだ ろ う。 然 り。 大学は今、 未曾有の競争に

さ ら されてい るのだから。

大西英文先生は、 長 く 、 本学で西洋古典学を講 じて来られた。 古典ギリ シア

語やラ テ ン語はも と よ り 、 語学文学にと どま ら ない古代 ヨーロ ッパ文化の全体

を視野に入れた西洋古典学 を、 ヨーロ ッパ文化の根幹 を理解す るために必要な

考え方 を、 少数の熱心な学生た ちに語っ て来られた。 大教室が一杯になるこ と

はなかっ た。 しか し、 よ り熱心で、 深 く 学びたい とい う学生た ちは、 教室にと

どま らず、 個人研究室に も集い、 たと えほんの数人の参加者であっ て も、 深い

知的喜び を分け合 う とい う行為が、 丁寧に、 静かに、 長年にわたっ て続け られ

て き たので ある。 なんと い う コ スパの悪 さ だ ろ う ! しかも、 ご く 一部の人に

しか知 られていなかっ た とは、 広報がすべての時代に何とい う無駄 ! 大西先生

はまた、 ラ テ ン語で書かれた古典文献を日本語に訳すとい う仕事で も知る人ぞ
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知る重要な研究者である。 しか し、 学問的価値がどれほど高く と も、 売れない、

大学の宣伝に も な ら ない地味な仕事は、 資金と 余裕のあるよ その大学がやれば

いいこ と ではないか。

だが、 筆者は確信 してい る。 元 ・ 外事専門学校が、 神戸市外国語 「専門学校」

ではな く 神戸市外国語 「大学」 であり続けてき たのは、 大西先生の実践 してこ

られたよ う な教育と研究のおかげである、 と。 本学は、 高い実用的語学運用能

力と広 く 深い教養の両方 を兼ね備えた人材の育成 を う たっ てい る。 も ちろん、

前者 を軽視 してよいはずがない。 実践的語学教育の充実に、 努力や資力 を注 ぐ

こ と に誰も反対 しない。 問題は後者 を、 本当に、 絵に描いた餅に しないために

何 をすべきか、 何ができ るか、 である。 広 く 深い教養 を身につけ るには学生に

も大学にも、 手間暇コ ス ト がかかる、 かかり すぎる。 では、 本学は、 大西先生

の去られた後 ど う す るのか。 先生は、 そのこ と を心配 してお られた。 自分のポ

ス ト だから、 ではない。 総合文化の会議で も、 およそ、 感情的に白分を主張さ

れるこ と な ど絶無だっ た先生が、 こ れだけは、 と切羽詰まっ た様子で発言され

た。 英語を始め外国語を駆使 して世界で活躍す る人材の、 知性の基礎を築く の

が本学の使命だと したら、 西洋古典学は、 そのための最重要科目の一つではな

いだ ろ う か。 本格的な西洋古典学を学へる場は、 全国的に もわずか しかない。 

神戸市外国語大学は、 その貴重な場であるこ と を自ら放棄するのか、 と。

大西先生の長年の貢献に応える方法があると した ら、 それは本学が、 「大学」

で あり続け るこ と しかないのではないだ ろ う か。 


